
第１学年　教科名 技術・家庭科　（家庭分野）
学習の目標

教科の目標と学校教育目標を達成するために目指す授業
☆生徒自ら主体的に実習や製作に取り組み、達成感を感じることのできる授業

☆衣・食・住に関する将来の生活を展望して、課題を持って生活をよりよくする能力と態度を育てる授業

学習の仕方 観点別評価と評価の観点、評価方法

◇実習や製作においては、特に安全に注意して取り組む。 （知識・技能）

◇友達の発表や意見をしっかりと聞き、自分の考えをしっかりと伝える。

◇忘れ物をしない。　提出期限を必ず守る。

◇道具・備品・材料を大切に扱う。

（思考・判断・表現）
学習を効果的に進めるためのお願い

○学んだことを、日々の生活の中で役立てる。

○教科書、ファイル、資料集等の授業の準備を確実にする。

（主体的に授業に取り込む態度）

年間の指導計画
学期

　A＝十分に満足できると判断
　B＝おおむね満足できると判断
　C＝努力を要すると判断

授業時数　　３５時間

生活に必要な知識と技術の習得を通して、生活と技術とのかかわりについて理解を深め、進んで生活を工夫し創造する能
力と実践的な態度を育てる。

自分の成長と家族や家庭生活との関わり
衣服と社会性との関わり
日常着の活用と計画的な選択
衣服材料に応じた手入れ
環境に配慮した衣生活

補修や収納・保管
生活を豊かにするものの製作

家庭生活と消費
商品の選択と購入
消費者の基本的な権利と責任
環境に配慮した消費生活

1学期

2学期

3学期

生活や技術について理解しているとともに、それらに
係る技能を身に付けているか、授業に積極的に取り
組んでいるかなどを見ます。

・・・授業の様子、発表、作品、レポート、定期テスト

生活や社会の中の課題に対し、自分なりの方
法で解決できたか、実践を論理的に表現するな
ど課題解決する力を身に付けたかなど見ます。

・・・授業の様子、発表、作品、レポート、定期テ
スト

よりよい生活の実現に向けて、課題解決に主体
的に取り組んだり振り返って改善したりして、生
活を工夫し創造し実践しようとしているかなどを
見ます。

・・・授業の様子、発表内容、レポート


